
　大正１１年（１９２２年）、旭川市に近い上川郡東川村に生を受けた石田さんは、
太平洋戦争の戦士として戦地に赴き、終戦後の昭和２３年（１９４８年）、真狩村で
の生活がはじまりました。
肖像画を得意とする石田さんは、軍人としての勤めとともに紙と鉛筆があれば似顔絵
を描いてはほかの軍人たちを喜ばせていたそうです。
わずか３年間であっても、村民の肖像画はもちろん、当時あった真狩劇場の緞帳に絵
を描くなど、絵を通じて村民とふれあい、村民の目を大いに楽しませてくれました。
昭和２６年（１９５１年）に東京へ行き、日本画家内山観月のもとでさらに肖像画の
勉強にうちこみ、昭和３６年、米国ホワイトハウスから依頼され、当時のケネディ大
統領の肖像画を描くなど、世界的に知られる画家となり、数々の賞を受けるようにな
りました。
平成５年８月に完成した交流プラザのロビーには、２００号の大作「羊蹄山」が掲げ
られ、村の人たちや観光客を楽しませてくれています。

❐肖像画の巨匠 石田閑山（いしだ かんざん）
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